
　

国
民
年
金
は
、
一
人
ひ
と
り
の

老
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
大
切

な
制
度
で
す
。

　
　

歳
か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
の

20

60

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度
の
保

16

険
料
は
、
月
額
１
万
３
３
０
０
円

（
前
年
と
同
金
額
）
で
、
年
金
受

給
額
を
増
額
し
た
い
人
は
付
加
保

険
料
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
た
金

額（
月
額
１
万
３
７
０
０
円
）で
す
。

　

ま
た
、
毎
月
納
め
る
方
法
と
１

年
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
払
う

全
額
前
納
、「
４
月
か
ら
９
月
」

「　

月
か
ら
３
月
」
の
年
２
回
に

10
分
け
て
支
払
う
方
法（
半
年
前
納
）

が
あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険

料
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
将
来

の
生
活
を
安
心
に
す
る
た
め
、
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
的
な
理
由
で
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
人
は
、
保
険

料
免
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
等
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
ふ

れ
あ
い
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

　

学
生
で
も　

歳
に
な
る
と
国
民

20

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

年
収
が
一
定
以
下
の
学
生
は
免
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
※
卒
業
後　
10

年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
老
後
の

生
活
を
保
障
す
る
老
齢
基
礎
年
金

が
満
額
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

申
請
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
コ

ピ
ー
可
）
を
持
参
し
、
役
場
住
民

ふ
れ
あ
い
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
年
金
相
談

を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
い
て

い
ま
す
。
年
金
の
制
度
や
手
続
き

方
法
な
ど
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

米
子
社
会
保
険

事
務
所
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
34

６
１
１
１
）
ま
た
は
役
場
住
民
ふ

れ
あ
い
課
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）
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8広報ひの

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料

 半年前納保険料 全額前納保険料      月       額　保 険 料

          79,150 円

     650 円の割引

         156,770 円

  2,830 円の割引

          13,300 円

 年間 159,600 円
 定額保険料

          81,530 円

     670 円の割引

         161,480 円

  2,920 円の割引

          13,700 円

 年間 164,400 円
 付加保険料

※保険料をまとめて納めると、割引きもあり毎月納める手間が
　省けます。全額前納の納期限は、４月 30 日（金）までです。

平成 年度の国民年金保険料

　

こ
の
た
び
、
機
能
訓
練
事
業
な

ど
参
加
者
の
送
迎
に
活
用
し
よ
う

と
、
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
保

健
活
動
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
の
参

加
者
が
増
え
た
た
め
、
参
加
者
の

利
便
性
を
考
え
、
県
の
助
成
な
ど

を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。

　

車
は
、
高
齢
者
で
も
乗
り
降
り

が
し
や
す
く
、
荷
物
も
多
く
積
め

る
便
利
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
ろ
う
と
、

２
月　

日
、
黒
坂
警

24

察
署
が
町
内
小
学
校

に
防
犯
用
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ホ
イ
ッ
ス
ル
は
、

根
雨
・
黒
坂

小
学
校
の
全

校
児
童
に
配

ら
れ
、
児
童

た
ち
は
カ
バ

ン
な
ど
に
つ

け
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は

「
身
の
危
険

を
感
じ
た
と
き
は
、
思
い
っ
き
り

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
い
て
周
り
の
人

に
知
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
子
ど
も

た
ち
に
指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、

ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、

協
力
し
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

機能訓練事業の送迎などに使います

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
の
送
迎
に
活
用

　
   
保
健
活
動
車
を
購
入

危険なときは鳴らします
黒坂警察署が小学校に防犯ホイッスルを寄付

ホイッスルの音は危険信号




